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第１章 事業概要 

 

１－１ 事業実施の目的 

本事業は、市町村が森林経営管理制度を円滑に運用できるよう、森林経営管理制度に係る

全国の知見やノウハウを調査・分析し、データベース化し情報提供するとともに、優良事例

を選定して表彰及び報告会の開催を通じて、市町村等の支援を行うことを目的とする。 

 

１－２ 事業の履行期間 

 令和６年６月 21 日から令和７年３月 14 日まで 

 

１－３ 事業の計画 
 本業務の年間作業計画を以下の表に記す。本業務を滞りなく遂行するため、林野庁との打

合せや進捗報告を行った。 
図表 1-1 事業の実施工程 

 

内容 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

（1）調査対象・事例
     の抽出

（2）調査事項の設定

（3）参考資料の収集

（4）調査の実施

（5）調査結果の整理
     ・分析

（1）事例集の作成

（2）関連資料の作成
　　 ・印刷

（3）事例集等の発送

（1）選定委員会の運営

（2）優良事例の公募

（3）表彰状等の作成

4
事
例
報
告
会

（1）事例報告会（表彰
式）の開催
（2）事例報告会事務局
の業務

報告書取りまとめ等

３
優
良
事
例
の
表
彰

2
事
例
の
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
化

１
全
国
事
例
の
調
査
・
分
析

事例の抽出・選定

調査事項の設定

ヒアリングの打診・日程調整

参考資料の収集

※アンケート発出時に併せて依頼

調査結果の整理・分析

原稿案の内容確認

アンケートの依頼・回収

ヒアリング実施

原稿案作成

作成次第、順次、発注者、ヒアリング対象者に

内容確認依頼

必要に応じて追加ヒアリングの実施

原稿の校正

製本・発送

パネル、パンフレット、チラシの編集・印刷

・委員の選定・委嘱

・開催日程の調整
委員会の開催（第1回） 委員会の開催（第2回）

選定基準、

公募要領の作成

公募期間

応募資料の内部選考

事例報告会（表彰式）の開催

表彰状・副賞の準備

開催内容の検討

・報告者への依頼

・案内チラシ作成

事業報告書の作成

・開催準備

・広報
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１－４ 事業の概要 

 本事業の実施項目及びその概要を以下に記す。 
 本事業の実施に際して、林野庁担当官と以下のとおり打合せを行った。 

 
図表 1-2 打合せの概要 

回数 日時 場所 打合せ事項 

１ 令和６年７月１日（月) 
 10:00～10:45

 

林野庁 
 別館７階 
会議スペー

ス 

 

・全国事例の調査、分析 
・事例のデータベース化（事例集の

作成） 
・優良事例の表彰 
・事例報告会の開催 
・その他 

２ 令和６年８月９日（金) 
 11:00～12:05

 

林野庁  
別館７階 
会議スペー

ス 

・事例のデータベース化（事例集の

作成） 
・優良事例の表彰 
・事例報告会の開催 
・その他 

３ 令和６年 11 月 15 日（金）

11:35~12:00

林野庁  
７階 入札

室（766）

・事例のデータベース化（事例集の

作成） 
・優良事例の表彰 
・事例報告会の開催 
・その他 

４ 令和６年 12 月 24（火） 
 10:00～11:15

林野庁  
７階 入札

室（766）

・事例のデータベース化（事例集の

作成） 
・事例報告会の開催 
・パンフレット、チラシ、パネルの

作成 

５ 令和７年１月 23 日（木) 
13:30～14:20

林野庁 ７
階 会議ス

ペース 

・事例のデータベース化（事例集の

作成） 
・事例報告会の開催（準備、当日の

進行に関すること） 

 

 

（１） 全国事例の調査・分析 

森林経営管理制度に先進的に取り組む市町村等の取組のうち、市町村の取組を支援する

都道府県や団体に対して、ヒアリングや関連情報の提供依頼を行い、森林経営管理制度に取

り組むために行っている実施体制の構築や、経営管理意向調査の手法、対象森林の選定基準、

経営管理権集積計画の策定手順（境界明確化等の事前準備も含む）、林業経営者 の評価手

法、事業発注の手法など、それぞれが工夫して取り組んでいる事項を把握し、他 地域への

横展開を念頭に、その特徴や事務のノウハウやポイント、全国的な傾向の整理・分析を行っ
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た。具体の実施状況は、第２章に記す。 

 

（２） 事務のデータベース化（事例集等の作成） 

市町村の事務の参考となるよう、各市町村担当者の参考となる取組内容を事例集として

整理した。また、森林経営管理制度等の普及・啓発に係る資料等について作成及び印刷を行

った。具体の実施状況は、第３章に記す。 

 

（３）優良事例の表彰 

取組主体の意欲向上や表彰事例の横展開によるボトムアップを図ることを目的に、森林

経営管理制度に係る優良事例の選定及び表彰を行った。具体の実施状況は、第４章に記す。 

 

（４）事例報告会の開催 

 市町村が森林経営管理制度を円滑に運用できるよう、選定委員会で選定した受賞候補の

事例を中心とした事例報告会を開催した。具体の実施状況は第５章記す。 
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第２章 全国事例の調査・分析 

 
森林経営管理制度の運用事例について、他地域への横展開を念頭に、特徴や事務のノウハ

ウやポイント、全国的な傾向を調査・分析した。 

 
（１）調査対象・事例 

調査対象は森林経営管理制度に先進的に取り組む市町村、市町村の取組を支援する都道

府県や団体（森林組合連合会や林業公社等の民間団体）等の中から林野庁との協議を経て、

令和４年度の森林経営管理制度実施円滑化事業におけるヒアリング対象の市町村を中心と

して 10 地区・11 市町（①秋田県大館市、②栃木県矢板市、③群馬県中之条町、④埼玉県秩

父市、⑤岐阜県郡上市、⑥京都府綾部市、⑦和歌山県有田川町、⑧島根県邑南町、⑨徳島県

美馬市・つるぎ町、⑩熊本県御船町）を選定した。 

 
（２）調査事項 

 調査事項の、①地域の森林の概況、取組実績（面積等）、実施体制の構築、②実施方針・

計画の作成、③対象森林の選定基準、④経営管理意向調査の手法、⑤経営管理権集積計画の

作成手順（所有者特定、境界明確化等の事前準備を含む）、⑥再委託先となる林業経営者の

評価手法、⑦事前発注の手法、⑧所有者不明森林に係る特例の取組手法、⑨森林経営管理制

度（集積計画、配分計画等）以外の森林管理・整備の手法、⑩取組に当たっての課題、対応

策、今後の取組方向について、各市町村の取組間の内容比較等が容易になるように、また、

ヒアリングに際して、回答の行いやすいことを考慮して、以下のとおりヒアリング事項を整

理した。また、ヒアリング調査が円滑に行われるよう、ヒアリング事項を事前に案内した。 

 
図表 2-1 ヒアリング事項 

 ヒアリング事項 内容 

1 本制度の実施に際して連携している主体 
団体名、担当者の役職・氏名、住所・電

話番号・E-mail アドレス 等 

2 市町村の森林に係る基礎データ 
森林面積、森林経営管理制度の予算規模、

森林経営管理制度の主担当者数 等 

3 市町村の体制 

森林・林業の担当職員、担当職員の今後

の増員の見通し、都道府県等の関係団体

による市町村支援の状況 等 

4 本制度に係る事務の実施主体 

事前準備、意向調査、集積計画、配分計

画、市町村森林経営管理事業等の各段階

における市町村と関係者との役割分担の

状況 等 

5 
本制度に係る体制構築の変更点・工夫

点・問題点、進捗管理について 

取組開始以降の変更点・工夫点・問題

点、業務の進捗管理について 

6 本制度に係る計画書・方針書の作成状 取組開始以降の変更点・工夫点 
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況、変更点・工夫点 

7 意向調査の実施状況 
進捗、実施に係る変更点・工夫点・課題

点 

8 集積計画の策定状況 
進捗、策定要件、策定に係る変更点・工

夫点・課題点 

9 森林所有者の探索状況 所有者探索の変更点・工夫点・課題点 

10 配分計画の策定状況 

進捗、策定要件、策定に係る変更点・工

夫点・課題点、再委託による林業経営者

による森林整備の進捗 

11 市町村森林経営管理事業の実施状況 
進捗、事業に係る変更点・工夫点・課題

点 

12 森林整備の実施状況 
集積計画を策定しない場合の対応方針、

対応状況 等 

 

（３）参考資料の収集 

ヒアリング対象とした 11 市町に対して、ヒアリング事項を補足する資料（意向調査票の

様式、事業発注に関する仕様書等）の提供依頼を行った。また、林野庁担当官との協議の上、

制度推進及び市町村支援について先進的な取組を行っている都道府県、市町村等も事例集

に掲載することとし、具体的には群馬県、長野県に対しても、事例集原稿の内容を補足する

資料の提供依頼を行った。 

 市町村等から提供を受けた資料について、事例集の巻末に貼付する付属ＣＤに収録する

こととした。収録予定の資料は、その掲載可否や掲載範囲について、情報提供元の市町村等

の担当者に個別に確認を行い、掲載内容を確定させた。 
なお、個人情報や、業務の契約等に係る情報等の取り扱いには十分留意し、資料の抜粋や

マスキング加工などを行うとともに、処理後の資料については再度、情報提供先の団体の確

認を経た上で掲載内容を確定させた。 

 
（４）調査方法 

（２）で整理したヒアリング事項について、各市町村の実施状況等を把握するためのアン

ケート書式を作成し、各市町村の担当者に E-mail で送信し、９月 11 日までの回答を依頼

した。 
事前アンケートの回答から、本制度の実施に際して各市町村が連携している主体（都道府

県や林業事業体等）のリストアップと、当該連携主体に対するヒアリングへの同席を依頼し

た。各市町村の担当者宛に発出したアンケート書式を次ページ以降に示す。 
ヒアリングは、事前アンケート回答に沿って行うものとし、対象者の拘束時間や移動に伴

う負担軽減等の観点から、全工程をビデオ会議形式にて実施することとした。ビデオ会議形

式でのヒアリング実施に際しては、対象者の使用端末や通信環境等を事前に確認し、同一地

域のヒアリング対象者全員が利用可能なオンラインアプリケーションの調整を行った。 
ヒアリング対象である 11 市町を含む計 24 団体の担当者、林野庁との間で日程調整を行

い、開催日程を決定した。次ページ以降に、対象地区別のヒアリング実施日、同席者等の概

要を記す。 
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図表 2-2 アンケート書式 
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対象市町村 実施日時 ヒアリング方法 ヒアリング対象（同席者） ヒアリング対象の関係性（実施体制図） 

① 秋田県大館市 
令和６年９月 19 日（木）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 大館市 産業部 林政課 森林整備係 
 北秋田地域振興局 農林部 

② 栃木県矢板市 
令和６年 10 月 10 日（木）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 矢板市 経済部 農林課 林政推進室 

③ 群馬県中之条町 
令和６年 10 月 ９ 日（水）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 中之条町 農林課 林業振興係 
 東電用地株式会社 群馬支社 
 吾妻環境森林事務所 

④ 埼玉県秩父市 
令和６年 10 月１日（火）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 秩父市 農林部 森づくり課 
 秩父地域森林林業活性化協議会 
 埼玉県秩父農林振興センター 

図表 2-3 対象地区別のヒアリング実施日、同席者等 

2-7 
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対象市町村 実施日 ヒアリング方法 ヒアリング対象（同席者) ヒアリング対象の関係性（実施体制図） 

⑤ 岐阜県郡上市 
令和６年９月 25 日（水）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 郡上市 農林水産部 林務課 

⑥ 京都府綾部市 令和６年９月 30 日（月）

10:00～12:00 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 綾部市 林政課 

⑦ 和歌山県有田

川町 
令和６年 10 月７日（月）

10:00～12:00 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 有田川町 産業振興部 林務課 
 有田振興局農林水産振興部 林務課 
 清水森林組合 
 金屋町森林組合 

⑧ 島根県邑南町 
令和６年 10 月 10 日（木）

10:00～12:00 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 邑南町 産業支援課 

2-8 
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対象市町村 実施日 ヒアリング方法 ヒアリング対象（同席者） ヒアリング対象の関係性（実施体制図） 

⑨ 徳島県美馬市・

つるぎ町 
令和６年 10 月８日（火）

13:30～15:30 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 美馬市 農林課 
 つるぎ町 産業経済課 
 一般社団法人やましごと工房 

⑩ 熊本県御船町 
令和６年 10 月７日（月）

14:00～16:00 

ビデオ会議形式 

（Zoom One pro を

使用） 

 御船町 農業振興課 
 上益城地域振興局 
 緑川森林組合 上益城事業所 
 國武林業 
 熊本県森林組合連合会 

 

2-9 
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（５）調査結果の整理・分析 

ヒアリングから、各市町村に共通する事項や、それぞれの地区の特徴的な事項や事務のノ

ウハウ・ポイントを整理・分析できるように、事前アンケートの回答に聞きとり情報を付与

する形で各地区の状況を取りまとめた。取りまとめた情報から、事例集の構成や掲載内容に

ついて、林野庁と協議して編纂を進めた。 
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第３章 事例のデータベース化（事例集等の作成） 
  

市町村の事務の参考となるよう、既存の取組内容を事例集等として整理した。また、森林

経営管理制度等の普及・啓発に係る資料等について作成及び印刷を行った。 
 
（１）事例集等の作成 

森林経営管理制度に取り組む市町村や関係者への情報提供を行うため、「第２章 全国事

例の調査・分析」で整理・分析した情報をもとに、市町村担当者が容易に取組内容等を把握

できるよう、各事例を取りまとめつつ、分析した資料等を掲載した事例集「森林経営管理制

度に係る取組事例集 Vol.５」を作成した。なお、「第４章 優良事例の表彰」で応募された

事例についても事例集に取りまとめた。 

また、作成した事例集に加え、「第２章 全国事例の調査・分析」で収集した資料や分析し

た資料のうち、市町村の事務の参考となる資料を付属参考資料として、それぞれのファイル

をＰＤＦ形式にし（編集可能なファイル形式がある場合はそのファイル形式も含め）、ファ

イルの一覧表と共にＣＤ―Ｒに格納した。 
 
① 構成 

  本制度に係る取組段階別のポイントやノウハウを整理した第１部と、ヒアリングを実

施した 10 地区・11 市町の取組の概要を整理した第２部、「第４章 優良事例の表彰」で応

募された事例を掲載した第３部の３部構成とした。 
 

 ② 仕様等 

 ［サイズ等］Ａ４判、両面フルカラー、アジロ綴じ 

［ページ数］本文：100 ページ、付属ＣＤ（参考資料）：1,401 ページ 
※上記（１）でヒアリングを実施した市町村及びその関係団体等から提供を

受けた本制度に係る資料のデータ（PDF ファイル。一部、Microsoft 社の

Word、Excel で作成したファイルを含む）をＣＤに収録し、巻末に貼付。 
［紙質］表紙：マットコート紙 93.5 ㎏、本文：上質紙 57.5 ㎏ 

［数量］2,500 部 

 
図表 3-1 「森林経営管理制度に係る取組事例集 Vol.５」の表紙 



3-2 
 

 
図表 3-2 「森林経営管理制度に係る取組事例集 Vol.５」の目次 

 
③ 付属参考資料 

 ＣＤ―Ｒに格納した参考資料一覧を以下に記す。 
 
01_【栃木県矢板市】矢板市森づくり条例     
02_【栃木県矢板市】矢板市森づくりビジョン     
03_【栃木県矢板市】矢板市森づくりアクションプラン   
04_【群馬県】森林所有者意向調査の外部委託費積算の手引き   
05_【群馬県】市町村森林経営管理事業の手引き   
06_【群馬県】森林境界明確化作業マニュアル  
07_【群馬県】森林境界明確化事業標準歩掛  
08_【群馬県】森林境界明確化事業特記仕様書  
09_【群馬県中之条町】意向調査内容物ご案内   
10_【群馬県中之条町】意向調査通知  
11_【群馬県中之条町】森林経営管理制度Ｑ＆Ａ  
12_【群馬県中之条町】意向調査表  
13_【群馬県中之条町】意向調査表記載例  
14_【群馬県中之条町】意向調査表未提出者用催促通知  
15_【群馬県中之条町】意向調査表回収業務作業依頼書  
16_【群馬県中之条町】配分計画所有者通知  
17_【長野県】マニュアルⅠ（事務の手引き補足）  
18_【長野県】マニュアルⅡ（境界明確化）  
19_【長野県】マニュアルⅣ（技術）  
20_【長野県】マニュアルⅣ（解説）  
21_【長野県】マニュアルⅤ（Ｊ－クレジット） 
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22_【岐阜県郡上市】委任状（境界立会）  
23_【京都府綾部市】綾部市森林経営管理意向調査実施計画  
24_【京都府綾部市】綾部市森林経営管理推進会議規程  
25_【京都府綾部市】随時受け入れのチラシ  
26_【京都府綾部市】事業フロー図  
27_【和歌山県有田川町】有田川町切り捨て間伐支援事業補助金交付要綱  
28_【やましごと工房】「『あなたの山林』定期便」  
 
 

（２）関連資料の作成・印刷 

事例集の掲載事例を始めとして、市町村が主体となって行う森林整備等の取組を一般に

広く周知し、森林経営管理制度等の取組の円滑化に資するものとするため、以下のとおり、

パネル、チラシ及びパンフレットデータを編集し、作成した。作成したデータファイルを CD
に収納し、林野庁に提出した。作成した成果物を次ページ以降に記す。 

 
図表 3-3 関連資料の作成・印刷状況 

関連資料

の種類 
関連資料の表題 様式等 納品数 納品日 

パネル ・「森林経営管理制度を利用し

た森林の手入れが進んでい

ます」 
・「森林を活かすしくみ “森林

環境譲与税”を活用した森林

の整備」（２種類） 

・Ａ１判カラー

印 刷 
・１ページ 
・コート紙 135kg
・スチレンボー

ドで裏打ち 

・各１枚 
（計３枚） 
・データ一

式 

令和７年

２月28日

チラシ 「どうして、森林を守るの？」 ・Ａ１判カラー 
・２ページ 

データ一式 令和７年

２月28日
パンフレ

ット 
・「あなたの“森林”手入れがで

きていますか？」 
 
・「森林を活かすしくみ “森林

環境譲与税”を活用した森林

の整備」 

・Ａ４判カラー

印刷 
・４ページ（Ａ３

判両面２つ折

り） 
・上質紙 110 ㎏ 

・各 500 部 
（計 1,000 部）

・データ一

式 

令和７年

２月26日

 
 

（３）取組事例集等の発送 

上記（１）で作成した事例集は、掲載自治体や関係団体、都道府県、森林管理局、森林・

林業関係団体等に発送した。発送状況は以下に記す。 
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図 3-4 取組事例集等の発送状況 

番

号 

区分 発送先 発送部数 発送完了日

１ 事例集掲載

自治体・団

体 

秋田県大館市 ２部 令和７年 

２月 28 日 

～ 

３月７日 

２ 栃木県矢板市 １部 

３ 群馬県中之条町 ３部 

４ 埼玉県秩父市 ３部 

５ 岐阜県郡上市 １部 

６ 京都府綾部市 １部 

７ 和歌山県有田川町 ４部 

８ 島根県邑南町 １部 

９ 徳島県美馬市・つるぎ町 ３部 

10 熊本県御船町 ５部 

11 群馬県 １部 

12 長野県 １部 

13 石川県白山市 １部 

14 北信州森林組合（長野県） １部 

15 京都森林経営管理サポートセンター １部 

16 （一社）島根県森林協会 森林経営推進

センター 
１部 

17 (公財)愛媛の森林基金 愛媛県森林管理

支援センター 
４部 

18 都道府県 北海道 232 部 

19 青森県 53 部 

20 岩手県 52 部 

21 宮城県 52 部 

22 秋田県 39 部 

23 山形県 52 部 

24 福島県 80 部 

25 茨城県 60 部 

26 栃木県 42 部 

27 群馬県 48 部 

28 埼玉県 52 部 

29 千葉県 71 部 

30 東京都 22 部 

31 神奈川県 46 部 

32 新潟県 47 部 

33 富山県 22 部 

34 石川県 33 部 

35 福井県 26 部 

36 山梨県 39 部 

37 長野県 105 部 

38 岐阜県 52 部 

39 静岡県 52 部 

40 愛知県 48 部 

41 三重県 40 部 
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42 滋賀県 28 部 

43 京都府 37 部 

44 大阪府 37 部 

45 兵庫県 48 部 

46 奈良県 40 部 

47 和歌山県 48 部 

48 鳥取県 31 部 

49 島根県 31 部 

50 岡山県 39 部 

51 広島県 34 部 

52 山口県 29 部 

53 徳島県 35 部 

54 香川県 26 部 

55 愛媛県 34 部 

56 高知県 53 部 

57 福岡県 74 部 

58 佐賀県 30 部 

59 長崎県 31 部 

60 熊本県 66 部 

61 大分県 28 部 

62 宮崎県 38 部 

63 鹿児島県 61 部 

64 沖縄県 10 部 

65 森林管理局 北海道森林管理局企画課 37 部 

66 東北森林管理局企画調整課 32 部 

67 関東森林管理局企画調整課 27 部 

68 中部森林管理局企画調整課 17 部 

69 近畿中国森林管理局企画調整課 19 部 

70 四国森林管理局企画調整課 12 部 

71 九州森林管理局企画調整課 21 部 

72 その他 全国森林組合連合会組織部林政課 ２部 

73 余部 林野庁 46 部 

計 2,500 部 
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図表 3-5 パネル（森林経営管理制度を活用した森林の手入れが進んでいます） 
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図表 3-6 パネル（森林を活かすしくみ） 
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図表 3-7 パネル（森林を活かすしくみ） 
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図表 3-8 チラシ（どうして、森林を守るの？／表面） 
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図表 3-9 チラシ（どうして、森林を守るの？／裏面） 
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 図表 3-10 パンフレット（あなたの“森林”手入れができていますか？） 
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図表 3-11 パンフレット（森林を活かすしくみ） 
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第４章 優良事例の表彰 

 取組主体の意欲向上や表彰事例の横展開によるボトムアップを図ることを目的に、森林

経営管理制度に係る優良事例の選定及び表彰を行った。 
 
（１） 選定委員会の運営等 

① 外部委員との連絡調整等 

外部委員は関東圏の有識者４名とし、実施要領に基づき、選定委員会の運営事務局とし

て外部委員との選定委員会の日程調整、謝金・旅費の支払い、連絡を行った。以下に、選

定委員会の委員構成及び支払状況を記す。 
 

図表 4-1 選定委員会委員  ※敬称略 

 

② 選定委員会の運営 

選定委員会は２回開催し、資料作成及び当日の司会進行、会場設営・撤去、選定委員会

終了後の議事録作成、確認、事例募集開始のお知らせ、大賞候補７団体の選定結果のプレ

スリリースのお知らせ、大賞決定結果のお知らせ等を行った。 
第１回選定委員会では、優良事例の公募に関する応募要項、応募様式等について書面審   

議し、第２回選定委員会では次頁「（２）優良事例の公募」で応募のあった 23 団体（図表  
4-5 参照）から７団体（図 4-6 参照）を選定に係る審議を行った。第２回選定委員会の審

議を円滑に行うため、各委員へ事前に「“みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 選定要領」

に基づく、応募書類の事前の書面審議を依頼した。以下に、選定委員会開催状況を記す。 
＜事務局＞林野庁、公益財団法人 日本生態系協会 

 

 
 
 
 
 
 
 

氏名 所属 支払完了日 

長﨑屋 圭太 

【委員長】 
林野庁 森林整備部 部長 - 

石崎 涼子 
（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所 

林業経営・政策研究領域 森林管理制度担当チーム長 

令和７年 

11 月 26 日 

金森 匡彦 （一社）日本森林技術協会 業務執行理事 
令和７年 

12 月 17 日 

富山 洋 全国森林組合連合会 代表理事専務 
令和７年

12 月 17 日 

中山 聡 （一社）全国林業改良普及協会 専務理事 
令和７年

12 月 24 日 
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図表 4-2 選定委員会の開催状況 

回数 日時 開催方法 議題・配布資料 

第１回 
令和６年８月 21 日（水）

～８月 26 日（月） 
書面方式

【議題】 
“みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award

応募要項、応募様式について審議 
【配布資料】 
次第 
資料１_“みんなで選ぶ”森林シューセ
キ！Award 応募要項（案） 

資料２-１_応募様式（案） 
資料２-２_応募様式の記入例（案） 
資料３_ 意見様式（第 1回選定委員会）

第２回 
令和６年 11 月 15 日（金）

10：15～11：15 

対面方式

（林野庁

入札室）

【議題】 
１.委員紹介 
２.審議（大賞候補の選定） 
３.今後の予定 
４.その他 
【配布資料】 
次第、配席図 
資料１_各委員の選定結果取りまとめ表 
資料２_応募一覧 
資料３_応募様式 
資料４_今後の予定 
参考資料_選定候補 
参考資料_応募要項 

  

③ 自治体投票とりまとめ 

「第５章 事例報告会」において選定委員会で選定された７団体の事例を中心とした事

例報告を実施し、事例報告会終了後、投票により大賞を選出するため、事前に WEB 投票

（Google フォーム,図 4-4 参照）の準備、投票権者へ投票方法の連絡、投票の集計、受賞

者や受賞候補及び選定委員に結果を通知した。投票の結果、大賞は北海道札幌市が受賞し

た。以下に、WEB 投票の内容を記す。 
 

図表 4-3 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 投票概要 

投票期間 
令和７年１月 29 日（水）から１月 31 日（金） 

（令和７年１月 29（水）開催の事例報告会終了後から） 

大賞候補 

７団体（愛媛県久万高原町（中予山岳流域林業活性化センター）、山

形県山形市、北海道札幌市、鹿児島県鹿児島市、愛媛県宇和島市・

松野町・鬼北町（愛媛県森林管理支援センター）、和歌山県有田川

町、新潟県上越市） 

投票権者 
応募様式に記載した取組主体の「市町村」と、その市町村が所在す

る「都道府県」に各１票（投票権者 40 名） 

投票方法 
WEB（Google フォーム）から、参考になった所在都道府県以外の取組

に１票のみ投票 

投票数 32 人／40 人 

大賞受賞団体 北海道札幌市 
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図 4-4 投票フォーム 
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（２）優良事例の公募 

応募者が分かりやすく応募しやすいこと、選定委員が公平かつ適正、円滑に審議ができる

ことに考慮し、多くの取組主体から応募してもらえるよう、「“みんなで選ぶ”森林シューセ

キ！Award」と題し、チラシ、応募要領、応募様式、応募様式記入例の作成（次頁以降の図

4-7～4-15 参照）、応募の受付を行った。 
【募集期間】令和６年８月 30 日（金）から令和６年 10 月 11 日（金） 
【応募総数】23 事例 

また、応募取りまとめとして応募一覧の作成、応募書類の整理を行った。選定委員会後に

委員からのコメントを取りまとめ、大賞候補に選定された７団体へ選定書とともに送付し

た。応募団体 23 団体の地域名、応募取組タイトル及び選定団体と選定理由を図表 4-5、図

4-6 に記す。 
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図表 4-5“みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募地域と応募取組タイトル 

（自治体番号順）※印は大賞候補 

 

応募地域 応募取組のタイトル 

※北海道札幌市 事業を効率的効果的に進めるための取組 

岩手県 対策チームの配置と専門職員の配置による市町村
への業務支援

宮城県 
（宮城県市町村森林経営管理サポー
トセンター） 

市町村伴走型支援による制度の取組向上 

宮城県大崎市 “実施方針書”による意向調査と「市町村森林経営
管理事業」の実施

秋田県能代市 施業提案型の森林経営管理事業「能代システム」 

秋田県由利本荘市 申出制度を活用した未整備森林解消の加速化 

秋田県五城目町 町協議会等による森林経営管理制度の着実な推進
と事業実施の見える化

※山形県山形市 実施方針の策定とドローンを活用した事業の取組 

埼玉県小鹿野町 公図未整備地区の森林境界明確化を推進 

※新潟県上越市 地域の課題解決に向かった取組の展開 

福井県福井市 新たなアウトソーシングと地域おこし協力隊を活
用した森林集積の推進

山梨県富士吉田市 航空レーザー測量データを用いた森林境界保全図
素図の活用

岐阜県郡上市 郡上森林マネジメント協議会設置による実務の効
率化・省力化

三重県松阪市 集積計画と協定による森林整備の推進 

京都府 
（京都森林経営管理サポートセンタ
ー） 

（一財）京都森林経営管理サポートセンターの設立
による市町村支援 

※和歌山県有田川町 林務未経験者でチャレンジ！森林経営管理 

島根県（森林経営推進センター） 森林経営推進センター設置による取り組み強化 

島根県邑南町 森林経営管理制度を活用した小規模分散森林の集
約化

徳島県美馬市・つるぎ町 
（一般社団法人やましごと工房）

制度を活用した林業担い手対策と森林所有者の満
足度向上

※愛媛県宇和島市・松野町・鬼北町
（愛媛県森林管理支援センター）

連携による円滑な制度推進 

※愛媛県久万高原町 
（中予山岳流域林業活性化センター）

林業の町ならではの森林経営管理制度の推進 

熊本県御船町 協定による森林整備 

※鹿児島県鹿児島市 林業経営に適さない森林を稼げる森林にするため
に
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図 4-6 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 大賞候補７団体選定理由 
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図 4-7 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 募集チラシ表面 
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図 4-8 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 募集チラシ裏面 
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図 4-9 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募要項 1/5 
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図 4-10 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募要項 2/5 
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図 4-11 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募要項 3/5 
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図 4-12 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募要項 4/5 
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図 4-13 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 選定要領 
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図 4-14 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募様式 
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図 4-15 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 応募記入例 
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（３）表彰状等の作成 

受賞者が表彰されたことを対外的にＰＲしやすい表彰状（図 4-18，図 4-19 参照）や記念

品（図表 4-16，図 4-17）を作成した。選定委員会の審議結果を踏まえ、大賞 1点、奨励賞

６点、応募者用の参加賞 16 点の記念品を作成し、大賞決定後、表彰状に各賞名と各団体名

を明記し、表彰状及び記念品を応募者の指定先に発送した。以下に表彰状等の作成状況を記

す。 

 

図表 4-16 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 表彰状等の作成状況 

賞名 団体数 表彰状の様式 木製盾の様式 発送完了日

大賞 １ 

Ａ３判横書き 

ケント紙 157g

／㎡ 

［寸法］縦 23cm、幅 20cm、厚さ約４cm 

［材質］ケヤキ 
令和７年 

２月 25 日 

奨励賞 ６ 

Ａ３判横書き 

ケント紙 157g

／㎡ 

［寸法］縦 19.5cm、幅 17cm、厚さ約４cm 

［材質］ケヤキ、クリ、カシ、ソメイヨシ

ノ、ミズナラ、スギ 
令和７年 

２月 10 日、

２月 12 日 
参加賞 16 

 ［寸法］縦 16.2cm、幅 14cm、厚さ約４cm 

［材質］ミズナラ、クス、ヒノキ、スギ、

クリ、カシ、ケヤキ 
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図 4-17 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 大賞、奨励賞、参加賞の木製盾 
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図 4-18 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 表彰状 1/2 
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図 4-19 “みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 表彰状 2/2 
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第５章 事例報告会の開催 
 
市町村が森林経営管理制度を円滑に運用できるよう、「第４章 優良事例の表彰」における

選定委員会で選定した受賞候補の事例（愛媛県久万高原町、山形県山形市、北海道札幌市、

鹿児島県鹿児島市、愛媛県宇和島市・松野町・鬼北町、和歌山県有田川町、新潟県上越市）

を中心とした全国単位の事例報告会を開催した。 
 

（１）事例報告会の概要 

事例報告会の概要は以下のとおり。また、実施内容については、「令和６年度 森林シュー

セキ！事例報告会概要」を参照。 
 

図表 5-1 事例報告会の概要 

名称 
令和６年度森林シューセキ！事例報告会 

～“みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 大賞候補の事例報告～ 

目的 

市町村が主体となって私有林の経営管理を受託する森林経営管理

制度。制度の発足から５年が経過し、各市町村では課題解決に向

けた様々な工夫や改善が行われ、取組の成果やノウハウが蓄積さ

れつつある。 

今年度は森林経営管理制度に係る取組事例を「“みんなで選ぶ”森

林シューセキ！Award」として広く募集し、他地域の参考となる取

組事例を７地域選定。今回の事例報告会では、森林経営管理制度

に係る最新の動向のほか、同 Award で選定された７地域の担当者

からの報告を実施。 

対象 

自治体職員、森林経営管理制度等に係る市町村支援に取り組むも

の、林野庁、森林管理局署職員、地域の森林管理に関心のある一般

の者 

開催日時 令和７年１月 29 日（水）10:30～16:10 

開催方法 
対面式、WEB（Microsoft teams） 

※１/30～２/28 まで YouTube によるオンデマンド配信 

開催場所 星陵会館（東京都千代田区） 

参加者数 

計 721 名（発表者等も含む） 

※会場：（事前登録人数）65 名/（当日受付人数）55 名 

※オンライン：396 回線（計 639 名） 

プログラム 

１.開会挨拶                  10：30 

  林野庁 森林整備部長 長﨑屋 圭太 

２.関連情報の提供 

（１）森林経営管理制度の取組状況等      10:35～11:05 

   林野庁 森林整備部長 長﨑屋 圭太  

（２）森林境界明確化の事例紹介                11:05～11:15 

      [林野庁委託事業受託者] 

アジア航測株式会社 及川 秀之 氏 

（３）質疑応答                               11:15～11:20 

３.事例報告  

（１）「実施方針の策定とドローンを活用した事業の取組について」

山形県山形市 農林部 森林整備課 主任技師 溝越 清美 氏

                                       11:20～11:50 
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（２）「森林経営管理制度の事業を効率的効果的に 

進めるための取組」

    北海道札幌市 建設局 みどりの推進部 みどりの管理課 

森林計画担当係長 上田 剛 氏      11:50～12:20 

（昼休憩） 12:20～13:15 

（３）「林業の町ならではの森林経営管理制度の推進」 

（愛媛県久万高原町）中予山岳流域林業活性化センター 

 担当 上田 瑞穂 氏             13:15～13:45 

（４）「林業経営に適さない森林を稼げる森林にするために」   

   鹿児島県鹿児島市 産業局 農林水産部 生産流通課 

主査 伊東 一行 氏      13:45～14:15 

（５）「連携による円滑な制度推進」 

（愛媛県宇和島市・松野町・鬼北町）愛媛県森林管理支援センター

主任技師 笹山 清吾 氏      14:15～14:45 

（休憩） 14:45～14:55 

（６）「有田川町における森林経営管理制度の取組」       

和歌山県有田川町 産業振興部 林政課 

課長 上田 隆章 氏       14:55～15:25 

（７）「地域の課題解決に向けた取組の展開」          

   新潟県上越市 農林水産部 農林水産整備課  

主任 白銀 顕 氏        15:25～15:55 

 

（説明）“みんなで選ぶ”森林シューセキ！Award 

の投票方法について       15:55～16:00 

４.閉会挨拶                                   16:10 

  林野庁 森林整備部 森林利用課 企画官 東 正明 

配布資料 

次第 

資料１ 森林経営管理制度の取組状況等 

資料２ 森林境界明確化の事例紹介 

資料３ 「実施方針の策定とドローンを活用した事業の取組につい

て」 

資料４「森林経営管理制度の事業を効率的効果的に進めるための取

組」  

資料５「林業の町ならではの森林経営管理制度の推進」 

資料６「林業経営に適さない森林を稼げる森林にするために」  

資料７「連携による円滑な制度推進」  

資料８「有田川町における森林経営管理制度の取組」  

資料９「地域の課題解決に向けた取組の展開」 

資料１０≪参考資料≫地域林政アドバイザー連携促進研修グルー

プワーク資料 
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（２）事例報告会事務局の業務 

多くの対象者から参加してもらえるように参加者募集を行うととともに、参加者の満足

度を高められるようなプログラム構成、運営方法の検討を行いつつ、事例報告会事務局とし

て以下の業務を行った。 

① 会場の確保 

具体的な日程を調整し、東京都内で最寄り駅は霞ヶ関から 30 分圏内、会場は最寄り駅か

ら徒歩 10 分圏内、現地 200 名程度収容可能な条件を満たす会場を確保した。予約状況は以

下に記す。 

図表 5-2 会場の概要と借上状況 

施設名 所在地 部屋名・借上日時・広さ 

星陵会館 東京都千代田区永田

町 2-16-2 
 

［部屋名］ホール 
［借上日時］令和７年１月 28 日（火）17:30～21:00
             （オンライン配信事前準備のため）

令和７年１月 29 日（水） 9:00～17:00 
［広さ］428 ㎡ 

 
［部屋名］会議室４ＡＢ（参加者昼食会場） 
［借上日時］令和７年１月 29 日（水）9:00～17:00 
［広さ］70 ㎡ 

 
［部屋名］会議室３Ａ（控室用） 
［借上日時］令和７年１月 29 日（水）9:00~17:00 
［広さ］46 ㎡ 
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図表 5-3 会場案内図 

 

② 機材等の準備 

発表者用パソコン、オンライン配信関係機材一式、プロジェクター類、マイク３本以上、

スピーカ一式を準備した。 
 

③ 発表者との連絡調整 

発表者、随行者、連絡先などの把握や発表資料の調整、当日の動き方に関する連絡や資料

送付、旅費の支払いを実施した。 

図表 5-4 発表者・随行者と支払い状況（事例発表者順） 

発表団体 発表者・随行者 支払完了日 

１.山形県山形市 ２名 令和７年２月５日 

２.北海道札幌市 ２名 令和７年２月 10 日 

３.愛媛県久万高原町 

（中予山岳流域林業活性化センター）

１名 － 

４.鹿児島県鹿児島市 ２名 令和７年２月５日 

５.愛媛県宇和島市・松野町・鬼北町

（愛媛県森林管理支援センター） 
１名 － 

６.和歌山県有田川町 ２名 － 

７.新潟県上越市 １名 令和７年２月５日 
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④ 参加者の募集・連絡調整 

開催１か月前を目途に、令和６年 12 月９日から令和７年１月 17 日までの期間で参加者

を募集した。参加申込には WEB を活用し（Google フォーム、図表 5-5）、申込状況を取

りまとめて林野庁へ報告した。参加者に対しては開催日の２日前に、WEB 配信

（Microsoft Teams）の URL 及び YouTube チャンネルの URL、資料のダウンロード

URL を連絡した。 
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図表 5-5 参加申込フォーム 
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⑤ 資料の作成・印刷 

参加者募集に必要なチラシや開催案内文を作成した。受付に必要な会場案内図や参加者

名簿の作成、配布資料を現地参加者分印刷し封筒に入れて配布した。 

  
図表 5-6 参加募集チラシ 

⑥ 会場の運営 

現地スタッフを５名配置し、会場の設営及び撤去、資料の配布、参加者の受付、発表内容

の録画及びオンライン配信、オンライン参加者への対応、司会進行（会場の説明、休憩後の

集合時間等の説明、質疑応答時のマイク回し）、開催概要の作成に向けた記録を行った。 
 

⑦ 映像記録の作成・配信 

事例報告会のライブ配信の映像を記録し、１月 30 日（木）～２月 28 日（金）まで YouTube
にてオンデマンド配信した。発表者ごとに映像を切り分け、ＭＰＥＧ４形式でＤＶＤに格納

した。 
 

⑧ アンケートの実施・集計 

WEB アンケート（Google フォーム、図表 5-7）を実施し、76 名の回答があり、Excel フ
ァイルに集計結果をまとめた。アンケート集計結果（選択式の集計）は図表 5-8 のとおり。 
 

⑨ 実施概要の作成 

概要をＷｏｒｄファイルで、日時、参加人数、使用資料、発表概要及び質疑応答、アンケ

ート結果を記載して作成した。 
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図表 5-7 アンケートフォーム 
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図表 5-8 選択式の設問のアンケート結果 

問１ 所属分類（n=76） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 報告会全体の時間（n=76） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 個々の事例発表の時間（n=76） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 発表事例数（n=76） 
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問７ 開催時期（n=76） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 開催時期 
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